
熱転写昇華型デジタルフォトプリンター開発のベンチャー企業。
世界初の技術開発に挑み、大手メーカーから開発収入とロイヤルティー収入を得るとと
もに、自社製品として販売。

世界最速、全面額なし

　ウェッジは熱転写昇華型デジタルフォトプリンター開発のベンチャー企業。設立以来、世界
でも初めてとなる技術開発に挑み、大手メーカーから開発収入と、製品販売数量に応じたロイ
ヤルティー収入を得るとともに、自社製品として販売している。
　同社の技術は、高い評価を受けている「全面縁なし印刷」のほか、印刷速度と画像表現に優
れているのが特徴だ。全面縁なし印刷は、クランプレスドラム方式と呼ぶ印刷技術を開発した
ことで実現した。従来のプリンターは、印刷する紙を端で押さえているため、端の部分は印刷
できず「のりしろ」として残る。これに対して新方式は、プリンター内を回転するドラムに紙
を巻き付け、くるくると回転することで印刷するため、「のりしろ」ができない。
　一方、速さについては、２００１年に開発した業務用の昇華型デジタルフォトプリンターが
印刷速度で当時の世界最速を達成、Ｌ版サイズの印刷なら１４秒と従来品の半分程度に短縮し
た。また２００３年には、印刷速度がＬ版サイズで１枚40秒、２００５年にはＬ版サイズで１
枚３０秒の家庭用フォトプリンターを開発。現在、大手家電メーカーの製品として市販されて
いる。

１６７０万色を印刷、銀塩写真が家庭に
　
　画質については、熱転写昇華型の印刷技術に特化し、
優れた画像表現を生みだした。同社が熱転写昇華型を選
んだのは、インクジェット方式では使用環境やプリンタ
ーの利用頻度などの条件次第でインクが目詰まりしやす
いからだ。これに対して熱転写昇華型プリンターは、サ
ーマルヘッドに組み込まれた発熱素子（ヒーター）の熱
制御を正確に行えるかどうかが重要になる。同社はメカ
ニカル設計とハード、ソフトの技術を使い、発熱素子を
高速かつ正確に制御する技術を開発した。
　この技術は１００－７００度の範囲の温度を無段階で、
１０００分の１秒の速さで制御する。「１６７０万色を
瞬時にして印刷できる」と吉田直樹社長は胸を張る。
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